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d
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＾
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d
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ノ
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J
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螺
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.
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g
S
c
H
K
Y

卜
詞
一
物
ナ
J
Vコ
ト
及
ビ
C
ミ
言
ミ

S
c
n
K
Y

＾
C
．
思
l
i
.
s
i

こ
～
苓
～
i
a
卜
同
一
ナ

J
Vコ
ト

C
.
8
t
e
喜

I←
y
~～a
(
l
'
l
i
A
K
r
n
o
)

及
ビ
C
.
8言

o
j苓
き

t
.（9

ミ
ざ
．
1
ミ
．
及
ビ
(
f
.
[
O
n
g
{
j
~
(
5
c
y
.
[
S
'

e
tミ
。
ミr
昏
苓
奇
．
＾
極
メ
テ
近
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
視
ジ
ク
標
本
ヲ

目
撃
ス
J
Vニ
ア
ラ
ザ
＞
べ
分
ッ
コ
ト
能
＾
ズ
ト
セ
リ

次
ギ
ニ
著
者
＾
r
g
旦
ミ
屈
ノ
各
種
ヲ
詳
論
シ
ー
プ
該
屈
秤
百
五
拾

種
ヲ
算
セ
リ
、
此
ノ
條
下
―
一
於
テ
抄
鎌
布
ガ
記
載
セ
シ
ト
コ
ロ
ノ

言
r
g
s

苓
u
‘
l
o
c

ミ
言

H
A
Y
.
(
M
a
t
e
r
.
 
F
l
C
r
a
 
o
f
 F
o
r
m
o
s
a
 
p. 

2
9
1
)
 ;
特
二
注
音
雰
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
セ
リ
之
＞
＾
r
．
l
}戻
。
ミ

ニ
類
似
ス
J
Vモ
ノ
ニ
シ
テ
甚
ダ
興
味
ァ
J
V地
理
的
闊
係
ヲ
示
ス
モ
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十 } i 八 年 元 正 大 (260) 

0
カ
ー
ル
ス
テ
ッ
氏
「
ス
l
J

ソ
ラ
、
サ
ク
ツ
ニ
カ
ノ
増
大
胞
子
造
成
ノ
際
二
於
ケ
ル
減
敦
分
災

1
一
就
＝1ノJ

詭
ニ
ョ
v

バ
T
H
U
N
B
E
R
G
.
原
記
載
＾
賓
二
雨
種
（
抄
録
者
推
察

ス
J
V
=
-^
此
ノ
雨
種
卜
＾
し
り
ぶ
か
が
し
、
卜
ま
て
ば
し
い
ヲ
意

味
ス
）
ヲ
滉
合
セJ
Vモ
ノ
ナ
リ
、
而
シ
テ
T
H
U
N
B
E
R
G"
-
記
載
＾
牧

野
氏
ノ
言
へ
J
Vガ
如
ク

0
．
き
ま
姜

0

―
―
一
致
セ
ズ
ト
云
へ
"
‘

故
二
著
者
＾
P
．
ミ
忌

~
Sl
V
f
A
Kヲ
採
用
セ
ズ
シ
テ
p
.
g
[
d
b
r
(
(

O
E
R
o
o
Tヲ
襲
用
セ
リ
、
次
ギ
＝
一
著
者
P^
．
K
o
忌
言

(
H
A
Y
.
)

ヲ

r
.
C
O塁
ミ
ニ
最
モ
近
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
セ
リ

論
ジ
テ

著
者
＾
終
リ
ニ
植
物
地
理
學
研
究
＝
一
論
及
ジ
テ
先
ヅ
夏
緑
樫
地

方

(
G
e
b
i
e
t

d
e
r
 
a
u
s
s
c
h
l
i
e
s
s
l
i
c
h
 
s
o
m
m
e
r
g
r
官

e
n

E
i
c
h
e
n
)

及
ビ

夏
緑
及
ビ
常
緑
樫
地
方

(
G
e
b
i
e
t

a
n
s
P
c
h
l
i
e
s
s
l
i
c
h
e
 
s
o
m
m
e
r
,
u
n
d
 

wintergri.i.nen Q
u
e
r
c
u
s
,
A
r
t
e
n
)

及
ビ
常
緑
樫
栂
地
方
(
D
a
s
G
e
b
i
e
t
 

d
e
r
 
wintergri.i.nen 
C
y
c
l
o
b
a
l
a
n
o
p
s
i
s
,
u
n
d
 Pasania,Arten)

=

分
チ
テ
琉
球
及
ビ
蛋
溝
＾
此
ノ
條
下
＝
一
屈
セ
シ
メ
ク
9
、
次
ギ
ニ

各
地
方
ノ
植
物
齢
ヲ
構
造
ス
J
V原
素
＝
一
就
ぎ
プ
論
ジ
最
後
＝
一
各
地

方
二
於
ヶ
J
V森
林
種
類
ノ
分
布
ヲ
一
ッ
ノ
表
ト
ジ
テ
列
記
セ
リ

（
早
田
）

0
カ
ー
ル
ス
テ
ン
氏
「
ス
リ
レ
ラ
、
サ
ク
ソ

ニ
カ
ノ
増
大
胞
子
造
成
ノ
際
二
於
ケ
ル

減
敷
分
裂
二
就
テ
』

K
a
r
s
t
e
n
,
 
G. :
 
-
U
b
e
r
 d
i
e
 
R
e
d
u
k
t
i
o
n
s
t
e
i
l
u
u
g
 b
e
i
 d
e
r
 

A
u
x
o
s
p
o
r
e
n
 b
i
l
d
u
n
g
 
v
o
n
 S
u
r
i
r
e
1
l
a
 s
a
尽
蕊

•
C
a
(
N
e
i
t
s
c
h
r
.

f
o
r
 

新
著

B
o
t
.
 
Bel. IV•Heft. 

6
.
 
1
9
1
2
.
9
 

ス
リ
レ
ラ
、
サ
ク
ソ
ニ
カ
＾
帷
藻
類
ノ
一
種
ナ
リ
、
峠
藻
類
ノ
壻

＊
胞
子
造
成
二
闊
シ
テ
↑
本
著
者
井
＝
一
ク
レ
バ
ー
ン
氏
等
ノ
詳
細

ナ

J
V研
究
託
三
公
―
ー
セ
ラ
＞
之
＝
一
濶
ス
J
V吾
人
ノ
畑
識
＾
敢
テ
乏
―

ン
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
雖
モ
壻
大
胞
子
造
成
二
先
チ
起
コJ
V所
ノ
彼
ノ

四
分
子
分
裂
ナ
J
Vモ
ノ
ガ
呆
シ
テ
減
敷
分
裂
ナ
J
Vヵ
否
ヵ
ノ
疑
問

-
＿
到
リ
テ
＾
今n
迄
未
ダ
何
等
ノ
解
決
ヲ
見
J
V事
ヲ
得
ザ
リ
ン
ナ

リ
、
著
者
久
ジ
ク
此
ノ
黙
二
注
目
スJ
V所
ァ
リ
シ
ガ
途
二
今
囮
本

研
究
ヲ
公
ニ
セ
リ
、
結
果
ノ
大
要
ヲ
左
二
抄
鎌
ス
ベ
シ
（
飩
藻
類

ノ
壻
大
胞
「
ナ
造
成
ノ
方
法
＾
既
き
晋
ク
畑
ラ
レ
ク
J
Vガ
如
ク
種
類

ニ
ョ
リ
テ
決
シ
テ
一
様
ノ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
ス
リ
レ
ラ
、
サ
ク
ソ
ニ
―

カ
ニ
於
＿
プ
＾
壻
大
胞
子
浩
成
二
典J
Vベ
ぎ
一
個
ノ
個
盟
二
各
々
胞

子
造
成
＝
一
先
チ
核
ノ
四
分
子
分
裂
行
V^
-
個
盟
内
＝
一
四
個
ノ
核

ヲ
蔵
ス
J
Vニ
到
J
V
‘而
シ
テ
此
ノ
四
個
ノ
内
一
個
ダ
ケ
＾
特
二
著

大
ト
ナ
9
此
ノ
核
ノ
ミ
他
個
盟
ノ
核
卜
癒
合
ッ
テ
増
大
胞
子
ノ
核

ヲ
形
成
シ
他
ノ
小
形
乙
二
個
ノ
核
＾
全
ク
敗
滅
二
蹄
スJ
Vモ
ノ
ナ

9
)
 

本
鮭
藻
＾
概
形
長
櫛
圃
盤
朕
ヲ
ナ
シ
一
端
＾
他
端
二
比
シ
少
シ
ク

廣
濶
ナ
リ
其
ノ
雨
端
―
-
＾
大
ナ
J
V水
泡
ヲ
具
へ
中
央
二
原
形
質
、

帯
朕
ヲ
ナ
シ
テ
存
在
シ
其
ノ
内
~
―
ー
一
個
ノ
核
ヲ
有
ス
、
休
止
朕
態

ノ
核
＾
腎
臓
形
ヲ
ナ
ジ
凹
陥
部
ヲ
廣
濶
ノ
端
ノ
方
二
向
ヶ
此
虞
ニ

一
個
ノ
中
心
慨
ヲ
具
フ
。
最
初
核
ノ
内
部
＾
顆
粒
状
ヲ
ナ
ス
ト
雖

モ
四
分
子
分
裂
ヲ
行
フ
ニ
裳
リ
テ
核
内
ノ
構
造
及
ビ
中
心
骰
ノ
位



二 琥 入 百 第 七
い

=-11ti 
雑 學 物 植

雑
鋒

0
菌
類
雑
記
（
九
）
安
田

ニ
著
シ
キ
髪
化
ヲ
生
ズ
、
而
ジ
テ
核
内
ノ
髪
化
卜
中
心
慨
ノ
位
置
ミ
ナ
ラ
ズ
染
色
盟
ノ
行
動
ヲ
モ
明
瞭
二
観
察
ス
．

I
V事
能
＾
デ
ス
ト
雖

ト
＾
極
メ
テ
密
接
ノ
間
係
ヲ
有
シ
恰
モ
中
心
儒
ノ
位
骰
ガ
核
内
ノ
モ
複
染
色
慨
ノ
圃
塊
＾
圃
筒
盟
ノ
雨
端
ラ
分
レ
次
デ
再
ビ
分
裂
起

髪
化
ヲ
左
右
ス
J
Vガ
如
キ
ノ
観
ァ
リ
、
帥
チ
減
敷
分
裂
ノ
初
期
ニ
リ
終
二
四
個
ノ
娘
核
ヲ
形
成
ス
ル
ニ
到JV、
四
個
ノ
娘
核
＾
其
ノ

於
テ
常
二
見

J
V．
所
ノ
「
シ
ナ
。
フ
ジ
ス
」
期
二
核
ガ
到
逹
セJV際
―
ー
外
観
常
切
＾
全
ク
異
ナ
J
V所
ナ
シ
ト
雖
モ
後
チ
内
一
個
＾
急
激
ニ

於
テ
＾
中
心
骰
＾
最
初
ノ
位
骰
ョ
9
T
度
几
十
度
ヲ
遡
轄
シ
核
卜
共
ノ
大
サ
ヲ
増
シ
特
二
著
大
ノ
核
ト
ナ
リ
四
個
ノ
核
内
二
明
瞭
ナ

中
心
慨
＾
圃
一
ノ
一5回
サ
ヲ
占
ム
炉
二
到
が
、
此
ノ
際
二
＾
託
二
核

J
V分
化
ノ
現
出
ヲ
見
J
Vニ
到
J
V
、

＾
全
ク
球
状
ヲ
ナ
シ
中
心
盟
ー
一
面
シ
タJV部
＾
全
ク
空
虚
ト
ナ
リ
要
ス
ぐ
一
本
研
究
＾
末
ダ
不
充
分
ナJ
V貼
存
セ
ザ
ル
ニ
ア
ラ
ズ

反
対
ノ
慮
二
念
珠
朕
ヲ
セ
J
V核
紐
錯
綜
ジ
テ
堆
積
ス
、
次
デ
中
心
卜
雖
モ
兎
モ
角
モ
壻
大
胞
子
形
成
二
先
立
ッ
所
ノ
四
分
子
分
裂
ガ

謄
盆
名
原
位
置
―
向
ヒ
テ
翅
轄
シ
「
シ
ナ
。
フ
シ
ス
」
ノ
期
終
―
-
―
減
敗
分
裂
ナ
炉
事
ヲ
證
明
ス

J
V
=
-^界
逍
懺
ナ
キ
ガ
如
ク
ニ
思
考

於
テ
全
ク
原
位
饂
一
復
ス
舷
―
奇
ナ

J
V^

此
ノ
欣
態
＝
一
逹
シ
ク
セ
ラ
ル
、
之
ヲ
近
時
研
究
セ
ラ
＞
クJ
V接
合
藻
類
ノ
場
合
卜
比
較

J
V核
＾
中
心
慨
＝
一
向
ヒ
短
カ
キ
突
起
ヲ
出
シ
恰
モ
中
心
慨
ノ
露
メ
ス
グ
一
彼
ど
―
於
―
プ
＾
減
敷
分
裂
＾
接
合
ノ
直
後
二
於
テ
行
＾

J
V

ニ
核
ノ
一
部
牽
引
セ
ラ
レ
タ
J
Vガ
如
キ
観
ヲ
昂
ス

J
Vノ
一
事
ナ
、
二
反
シ
本
類
二
於
プ
＾
接
合
前
二
於
テ
行
J^
V
‘換
言
ス
＞
バ

接
合
藻
類
ノ
麿
養
慨
盆
平
敷
ノ
染
色
慨
ヲ
有
シ
飩
藻
類
ノ
螢
養
慨

後
チ
中
心
慨
盆
闘
筒
朕
ノ
モ
ノ
ー
一
綾
形
ス
、
営
初
＾
圃
筒
ノ
直
（
複
数
ノ
染
色
盟
ヲ
有
ス

J
Vナ
リ
、
因
二
記
ス
、
碓
藻
ノ
染
色
盟
敷

径
短
カ
ク
圃
筒
ノ
雨
端
ョ
リ
＾
明
ー
一
屋
線
ノ
射
出
スJVヲ
見
J
V卜
こ
皆
本
種
ー
一
見

J
V如
キ
多
数
ノ
染
色
憫
ヲ
有
ス
J
Vモ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ

雖
モ
後
チ
闘
筒
ノ
直
径
急
激
二
増
大
ス
J
y
-＿
及
ビ
屋
線
＾
全
ク
其
シ
一
プ
ク
レ
バ
ー
ン
氏
一
孟
諏
レ
バ
ロ
バ
ロ
デ
ィ
ア
ノ
如
キ
染
色
慨
ノ

ノ
影
ヲ
滸
メ
之
二
伴
ヒ
核
内
ニ
モ
亦
髪
化
起
リ
核
紐
繭
絶
シ
テ
枠
原
敗
僅
二
四
ナ
リ
ト
云
フ

(
M
.
T
.
）

朕
ノ
百
二
十
乃
至
百
三
十
ノ
染
色
慨
ヲ
形
成
ス
、
後
チ
染
色
憫
ー

1
1
,
1
1
1
1

＾
二
個
宛
互
二
相
接
合
シ
約
六
十
五
ノ
所
謂
複
合
染
色
骰
ヲ
形
成
◎
維
録

ス
、
次
デ
核
膜
泊
滅
シ
核
ノ
直
径
卜
界
潔
同
ジ
長
サ
ー
一
逹
シ
タ
J
V
-

中
心
慨
ノ
髪
形
ナ
と
間
筒
慨
核
ノ
中
心
二
其
ノ
位
骰
ヲ
占
メ
其
ノ

0
菌
類
証
祉
記(
h
~
）

中
央
部
ヲ
取
リ
園
ミ
ラ
複
染
色
慨
ノ
圃
塊
ヲ
生
ズ
、
此
ノ
朕
態
以
一

後
＾
染
色
憫
敷
ヲ
再
ビ
精
細
二
勘
定
ス
J
V事
殆
ド
不
可
能
ナ
J
Vノ

l
0
れ
ん
ぐ
わ
た
け
（
新
稲
）

安

田

篤
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